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研究成果の概要（和文）：本研究は、これまで文学・文化研究領域でほぼ注目されずにきた初期アメリカにおける組織
的反乱事件――具体的には、独立革命直後に勃発したシェイズの叛乱（1789-87）および植民地時代のニューヨーク奴
隷陰謀事件（1741）――の概要を提示し、かつその歴史的重要性と文学的・文化的影響を探るものである。社会的不和
・混乱を背景としたこれらの事件は、同時代の文学における体制転覆的想像力を喚起しただけでなく、共和政期、アン
テべラム／ポストべラム期を経て、こんにちのアメリカ大衆文学においても、抵抗精神の発露による文学的生成に影響
をもたらしていることを、多くの具体的文学作品の分析によって示した。

研究成果の概要（英文）：This project explores the historical/cultural significance of early America's 
civic/slave insurrections, such as Shays' Rebellion (1786-87) and the New York Conspiracy of 1741, the 
subversive imaginative appeal of which influenced the popular literature of the time, such as Stephen 
Burroughs' Memoirs (1798) and "Hay-Mow sermon"(1798). The cultural impact of the events has also extended 
further into recent American literary works by Jean Paradise, Philip McFarland, Ann Rinaldi and Mat 
Johnson. Thus, the spirit of civil resistance in early America is a quintessential part of popular 
American literature.
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１． 研究開始当初の背景 
白川は、前回の科研基盤研究（Ｃ）「アメ

リカ独立・建国神話の構築と南北戦争以前期
の大衆文化受容との関連についての研究」
（2008 年 4 月-2012 年 3 月）において、アメ
リカの伝説的英雄像表象と、建国の負の遺産
継承について、例えば、リッパード、ウィー
ムズ、トムソン、オルコット等の作品分析を
行い、同時に、国璽生成過程とネイティヴ・
アメリカン政策との関連や、奴隷制問題の相
続について考察してきたが、その過程で、常
に意識したのは、体制や権力に対する民衆の
抵抗意識と組織反乱を封じ込め、体制側へと
取り込んでいく国家政策との狭間に存在す
る文化・文学表象空間の可能性であった。 
本来、最たる体制転覆的革命行為であった

はずの独立戦争が、英雄的行為と認知される
ためには、いかなる言説操作が必要であった
のか、また一旦は封じ込めた人種問題の「捩
れ」が、後にどのような政治的・文化的影響
をもたらしたのかについて取り組む過程で、
独立革命前夜と建国直後に、建国神話の構築
を目論む植民地／アメリカ政体に挑戦した
反乱事件が多発していた事実に、必然的に気
づくに至った。 
本研究が分析対象とする反乱事件は、いず

れも程なく鎮圧されたものの、その後、ニュ
ーヨーク州における奴隷制廃止を促し、憲法
を批准へと導く直接的要因となり、ジェファ
ソンを中心とする民主共和党体制の確立を
導いた。初期アメリカの民衆反乱が、アメリ
カ体制の確立基盤の強化に大きく貢献し、し
かも文学的にも多くの素材を提供した点に
鑑みれば、本件申請の研究は、前回申請研究
の意識に通底する派生的発展であると同時
に、分析・考察目標がより明確化・鮮明化さ
れた研究であると言える。 
 
２．研究の目的 
 本研究「初期アメリカの体制反逆事件とそ
の文化的・文学的影響に関する研究」は、こ
れまで文学・文化研究領域で、ほぼ注目され
ずにきた、初期アメリカにおける２つの組織
的反乱事件の全容提示と、その文学的・文化
的影響について考察することを目的とする。
具体的には、(1) 1741 年、ニューヨークはマ
ンハッタンで起こった奴隷反乱事件、(2) 独
立革命直後の 1786-87 年、政治的不安定さの
中でアメリカが直面した、マサチューセッツ
州スプリングフィールドにおけるシェイズ
による農民反乱の論考を試みる。 
 独立革命の前後に勃発したこれらの組織
的反乱事件に関しては、アメリカにおいて、
各々個別の歴史的研究はなされているもの
の、それらの大方は、主に政治的、社会経済
的関心に終始しているがために、事件に触発
され創作された文学作品の分析を含んでお
らず、のちの時代への文化的影響について考
察・詳述した包括的研究も見あたらない。実
際、調べていくと、これらの歴史的事件の影

響を色濃く受けて創作された作品、または直
接、物語化した作品は、かなり発掘される。
また、我が国のアメリカ史、アメリカ文化・
文学研究においては、もとより初期アメリカ
の集団的組織反乱をまとめて紹介する書物
がない。そのため、これらの反乱事件は、そ
もそもアメリカが国家の基盤理念とし、独立
に際して大義名分として掲げた革命権の行
使が、民衆によって試され、それが体制によ
って封じ込められた、いわば建国理念を転覆
させる大事であるにも係らず、日本では、注
目されてこなかったのが現状である。 
 こうした研究動向、殊に国内状況に対して
一石を投じ、本研究は、まず反乱事件の全容
を明示し、その上で同時代および後の時代へ
の政治的・文化的影響を考察し、さらには関
連文学作品の分析を試みる。実際、これら事
件にまつわる関連作品は、予想以上に幅広く、
こうした一連の研究によって、初期アメリカ
の重層的かつ矛盾に満ちた歴史背景と文学
的な可能性を知らしめることを意図してい
る。 
 
３．研究の方法 
 研究期間内に行う具体的な考察内容と分
析対象とするテクストは、以下のとおり。 
(1)ニューヨーク奴隷反乱事件（New York 
Conspiracy of 1741） 
ハイチ革命や、アメリカ南部における奴隷

反乱計画（と実行）に関する考察には、多く
の先行研究があり、例えば、Toussaint 
L'Ouverture Denmark Vesey, Nat Turner, 
John Brown らの反乱概要は、それなりに有
名であるものの、一般認識として南部的「奇
妙な制度」が及ばない北部においても、かつ
て奴隷が存在し、反乱計画が綿密になされて
いた事実は、あまり知られていない。こうし
た北部奴隷反乱の中でも、規模の大きかった
NY での事件の全容につき、T. J. Davis の A 
Rumor of Revolt (2007)、Mat Johnson の
The Great Negro Plot (1985)、Peter Charles 
Hoffer の The great New York Conspiracy 
of 1741 (2003)、Jill Lepore の New York 
Burning (2005) 等の資料を参照の上、事実
関係を明示し、その上で、独立革命との関連、
また南北奴隷反乱の類似点および相違点を
探る。ちなみに、本件に先立つ 1712 年にも、
同地にて奴隷反乱計画が鎮圧されているの
で、この関連についても明らかにしたい。 
(2) シェイズの反乱  (Shays’ Rebellion, 
1786-87) 
 シェイズの反乱そのものの歴史的概説や
政体への影響研究は、すでに Leonard L. 
Richards、David P. Szatmary、Robert A. 
Gross がその成果を残しているが、私が分析
を試みたいのは、特に以下の二点の文学作品、
すなわち、Stephen BurroughsのMemoirs of 
Stephen Burroughs (『回想録』 )および 
“Hay-Mow Sermon”（「乾草上での説教」）（と
もに 1798）で揶揄されているシェイズの反



乱であり、さらには、Edward Bellamy の The 
Duke of the Stockbridge (1900)に描かれた
集団的農民一揆のロマンスである。おそらく、
バロウズ説教を含む作品分析とシェイズ反
乱の関連を考察するのも、ベラミーに注目す
るのも、全くの新視点となるだろう。そもそ
もユートピア小説『顧みれば』（1888）で有
名なベラミーが、なぜ世紀転換期にシェイズ
の反乱を物語化したのか。19 世紀末の社会主
義的理想主義の原点と、独立革命直後の組織
反乱との間にどのような関連性が存在する
のか。反乱概要を紹介するとともに、日本の
みならず、アメリカにおいてすら全く取り上
げられていない作品に光を当て考察する。 
 
４．研究成果 
  （1）NY 奴隷反乱事件に関しては、国内外
の複数学会での口頭発表を行い、事件概要と
複雑な時代背景の概説は充当に行うことが
できた。それらは以下の〔学会発表〕欄が示
す通りである。 
巽孝之は、かつてセイラムの魔女狩り

（1691-92）をアメリカ独立の契機としてと
らえたが、NY奴隷反乱事件について探求する
過程で、北米大陸における欧列強の覇権的対
立構造に鑑みても、ないしはマンハッタン先
端の要塞の重要性と、本件の窃盗事件が放火
陰謀説から始まり、スペインスパイ陰謀説、
さらにカトリック陰謀説へと発展する事件
展開からしても、これが、もうひとつのアメ
リカ独立の契機であったとの意識を強くし
た。 
 また、本事件の文学作品を発掘する過程で、
新たに Mat Johnson のグラフィック・ノベル
Papa Midnight や、 Pete Hamill, Philip 
McFarland, Ann Rinaldi による小説作品を見
出すことができたのも、大きな収穫である。
なお、本事件については、当初想定以上の歴
史的文書および大衆小説作品群が見つかっ
たため、すでに当該研究期間に一定の成果は
挙げてはいるが、引き続き、研究を継続する
予定である。 
 （2）シェイズの反乱と文学的影響との研
究成果としては、反乱の影響をパロディ化し
て自伝に挿入したスティーブン・バロウズの
作品に関して考察し、最終的に英書（共著）
の章として出版できたことが大きな成果で
あった。シェイズの反乱そのものに対する関
心が、文学領域研究者では希薄であるが、そ
れ以上に、バロウズ研究は、おそらくは日本
では他になされていないはずである。 
 ただし、当初予定していたベラミー作品に
対する執筆に至らなかった点は、残念であり、
これも継続課題として、今後取り組む所存で
ある。おそらく、このベラミー作品の分析も、
国内外でほぼなされていない。 
 上記の設定研究に取り組む過程で、申請時
に分析課題として予定していた事象やテク
スト以外にも、関連するそれが見つかり、実
際に成果となったのは、うれしい誤算であっ

た。例えばそれは、ナット・ターナーの最近
の動向であったり、（1）に関連するアフリカ
系アメリカ人の人種状況を反映する現代作
家作品であったり、あるいはまたジェファソ
ンの縁戚に当たるランドルフ家のスキャン
ダルであったり、はたまた先住民へのパッシ
ングという人種マイノリティーの処世法で
あったりする。 
以下に記された具体的な研究発表成果は、

一見すると各々関連性が散漫で、無為に広範
な話題を扱っているように見えるかもしれ
ないが、抑圧されし者による抵抗精神の発露
という意味では、本件研究テーマと直結し、
またすべての論考の基本的枠組みは、内容
的・構図的にも相関している。加えて、その
時代背景には、必ず初期アメリカの残滓が、
直接、間接を問わず見出せる。よって、継続
分析課題を残し、さらなる発展の可能性を残
しながらも、4 年間で成した研究成果として
は、おおむね、満足のいく発表件数であった
といえるだろう。複数の研究成果を国内外に
示すことができた点が一定の評価に値する
だけでなく、次期科研課題へのテーマ的接続
が適切に成しえていることも研究の好まし
い成果の一部であると思われる。 
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